
（
二
五
）

本
居
宣
長
と
『
倭
訓
栞
』 

― 

そ
の
影
響
に
つ
い
て 

―
（
上
）

三　

澤　

薫　

生

ま
た
後
者
は
整
版
本
第
一
回
刊
行
（
安
永
六
年
九
月
）
直
前
の
状
況
を
伝
え
る
節
略
な
き
稿

本
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。

注
３

　

本
稿
の
目
的
は
右
稿
本
を
と
お
し
て
知
り
得
た
宣
長
影
響
の
プ
ロ
セ
ス
、
そ
の
一
端
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
宣
長
借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
次
節
に
お
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
　

注
１　
『
賀
茂
翁
遺
草
』
所
収
。「
か
の
丹
（
マ
マ
）斎
方
の
事
を
理
屈
学
者
流
に
て
う
る
さ
し
と
い
ひ
お
こ

せ
し
事
あ
り 

宋
朝
学
を
は
な
れ
得
ぬ
な
る
べ
し
」（
吉
川
弘
文
館
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
卷

十
二
。
311
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
『
古
事
記
伝
』
巻
十
七
に
「
谷
川
氏
、
此ノ
記
の
方
を
、
非ズ
二

陰
陽
唱
和ノ
之
義ニ
一
と
云
る
は
、
例
の
漢
意
、
い
と
〳
〵
う
る
さ
く
な
む
、」（
筑
摩
『
本
居
宣

長
全
集 

第
十
巻
』
287
頁
）
と
あ
る
。

　
　

注
２　

明
和
六
年
十
月
三
十
日
没
。
北
岡
四
良
氏
は
「
か
か
る
開
眼
の
師
と
も
い
ふ
べ
き
真
淵
の

亡
き
後
、
宣
長
の
疑
問
に
答
へ
指
標
を
与
へ
る
人
物
は
士
清
よ
り
他
に
は
無
か
つ
た
と
言

へ
よ
う
。」（「
谷
川
士
清
書
簡
考
」〈『
近
世
国
語
学
者
の
研
究
』
所
収
。
155
頁
〉）
と
述
べ

て
お
ら
れ
る
。

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
居
宣
長
と
谷
川
士
清
と
の
学
的
交
流
は
明
和
七
年
を
も
っ
て
始
ま
る
が
、
宣
長
は
士

清
に
対
し
「
理
屈
学
者
流
に
て
う
る
さ
し
」（
賀
茂
真
淵
「
学
び
の
あ
げ
つ
ろ
ひ
」
注
１）
と
い
っ
た

感
情
を
抱
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
加
茂
真
淵
の
死
を
境
に
一
変
し
た注

２

。
本
居
宣
長
は
士
清

か
ら
提
供
さ
れ
た
『
倭
訓
栞
』
を
味
読
、
毎
回
忌
憚
の
な
い
意
見
を
添
え
て
返
却
し
て
い

る
。
実
は
、
こ
の
と
き
提
示
の
宣
長
の
考
え
こ
そ
が
『
倭
訓
栞
』
編
纂
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
事
実
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
何
が
ど
の
よ

う
に
改
編
さ
れ
て
き
た
か
は
知
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。
対
象
と
な
る
『
倭
訓
栞
』
が
見
出

せ
な
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
が
、
近
年
、
石
水
博
物
館
（
三
重
県
津
市
）
所
蔵
の
稿
本
二
本

を
存
知
す
る
に
至
り
、
一
部
分
な
が
ら
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
　

⑴　

谷
川
士
清
自
筆
本
（
七
冊
。
以
下
「
自
筆
本
」
と
仮
称
）

　
　

⑵　

河
北
景か

げ

楨え
だ

筆
、
谷
川
清す

が
は
や逸

書
写
本
（
四
十
冊
。
以
下
「
清
逸
本
」
と
仮
称
）

　

前
者
は
宝
暦
二
桁
以
前
成
立
の
、い
ま
だ
語
彙
蒐
集
の
段
階
に
あ
る
初
期
稿
本
と
し
て
、

【
論
文
】
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和
洋
女
子
大
学
紀
要　

第
五
十
集

（
二
六
）

　
　

注
３　

と
り
わ
け
前
者
自
筆
本
は
宣
長
交
渉
以
前
の
稿
本
で
あ
り
、
宣
長
介
入
の
有
無
が
具
体
的

に
明
ら
か
に
な
る
点
、
研
究
史
上
に
お
け
る
存
在
意
義
は
大
き
い
（
拙
著
『
谷
川
士
清

自
筆
本

倭
訓
栞

影
印
・
研
究
・
索
引
』〈
勉
誠
出
版
〉）。

　
　
　

一　

本
居
宣
長
借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
に
つ
い
て

　

本
居
宣
長
の
『
倭
訓
栞
』
借
覧
の
時
期
は
明
和
末
年
の
二
年
間
、
す
な
わ
ち
八
年
か
ら

九
年
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡注

１

を
も
っ
て
し
て
も
三
十
三
冊
を

か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
想
定
さ
れ
る
分
を
加
え
る
と
、
そ
の

数
は
清
逸
本
と
同
じ
四
十
冊
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
考
す
る
。
谷
川
士
清
が
整
版
本

刊
行
の
段
階
に
至
る
ま
で
『
倭
訓
栞
』
を
前
・
中
・
後
編
の
三
編
に
分
け
る
こ
と
な
く
編

述
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
発
表
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
り注
２

、
そ
う
し
た
一
本
で
あ
る
清
逸

本
が
四
十
冊
で
あ
る
以
上
、
借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
も
ま
た
同
様
の
方
針
の
も
と
に
あ
っ
た

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
注
３

　

左
は
叙
上
の
見
解
に
し
た
が
い
、
宣
長
借
覧
の
時
期
と
回
数
に
つ
い
て
現
存
書
簡
か
ら

探
っ
て
み
た
も
の
で
あ
る
（
但
し
、
※
は
私
の
想
定
に
よ
る
）。

　

一
―
一　

借
覧
の
時
期
と
回
数

　

⑴　

第
一
回
借
覧
┆
一
冊
。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
二
月
七
日
付
書
簡
（
①
）
に
「
栞
壱
巻
御
吟
味
被
レ

下
候
」

と
あ
る
が
、
歳
晩
の
雑
事
、
末
子
の
急
変
・
死
去
に
よ
り
本
書
簡
の
発
信
が

で
き
ず
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。「
客
臘
（
昨
年
十
二
月
）
以
来
御
報

延
引
、
背
二
本
意
一
奉
レ
存
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
（
明
和
七
年
）
の
十

二
月
に
は
落
手
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
十
一
月
中
に
宣
長
の
も
と
に
送
っ

て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
二
月
七
日
付
書
簡
（
①
）
の
「
別
紙
」
内
容
に
よ
り
「
首
巻
」

（
凡
例
・
大
綱
）
で
あ
る
と
す
る
北
岡
四
良
氏
説
に
し
た
が
う
。
清
逸
本
該
当

箇
所
は
「
首
卷
」（
第
一
冊
）。

　
　

①　

明
和
八
年
二
月
七
日
付
宣
長
宛
士
清
書
簡
（『
本
居
宣
長
稿
本
全
集 

第
二
輯
』
759
〜

761
頁
。
以
下
『
稿
本
全
集 

第
二
』
と
略
記
〈『
谷
川
士
清
先
生
伝
』
393
〜
394
頁
〉）

　
　
　
　
　

┆
年
賀
之
華
書
相
達
忝
拝
見
仕
候
。客
臘
以
来
御
報
延
引
、
背
二
本
意
一
奉
レ

存
候
。
臘
末
は
紛
冗
、春
に
成
候
而
と
奉
レ
存
候
処
、元
旦
よ
り
末
子
痘
相
煩
、

廿
五
日
に
及
候
而
、安
気
之
処
急
変
に
て
死
去
、右
愁
悼
多
冗
及
二
今
日
一
候
。

（
中
略
） 

栞
壱
巻
御
吟
味
被
レ
下
候
義
共
御
尤
奉
レ
存
候
。
猶
別
紙
得
二
御
意
一

候
。
字
音
か
な
遣
ひ
ノ

書
為
二

御
見
一

被
レ

下
、
さ
て
〳
〵
よ
く
も
御
考
索
、

至
宝
之
書
と
奉
レ
存
候
き
。
こ
な
た
に
も
写
し
留
申
度
、
尚
又
韻
鏡
之
学
は

無
調
法
に
て
候
故
、
是
ま
で
諸
書
に
而
相
考
申
候
処
、
此
度
之
栞
に
も
粗
卒

の
み
多
く
、
貴
作
に
よ
り
相
訂
正
可
レ

仕
と
忝
奉
レ

存
候
。
人
頼
に
て
写
さ

せ
候
。（
中
略
） 

猶
倭
訓
栞
は
御
覧
相
済
候
は
ゞ
御
返
却
可
レ
被
レ
下
候
。
次

巻
又
々
進
呈
可
レ

仕
候
。
余
り
御
報
答
も
及
二

遅
滞
一

候
条
如
レ

此
御
座
候
。

阿
那
惶
。（
下
略
）

　
　
　
　
　

―
右
書
簡
に
年
記
な
く
「
二
月
七
日
」
と
の
み
あ
る
が
、
北
岡
氏
は

本
書
簡
が
明
和
八
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
士
清
の
末
子
元
弥
が
疱
瘡
で
歿
し

た
年
時
で
あ
る
か
ら
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
元
弥
の
死
は
七
里
亀
之
助
氏
の
調
査

（
谷
川
氏
家
系
略
譜
）
に
よ
れ
ば
正
月
二
十
二
日
に
な
つ
て
ゐ
る
。

 

（「
谷
川
士
清
書
簡
考
」〈『
近
世
国
語
学
者
の
研
究
』
所
収
。
154
頁
〉）

と
説
か
れ
、「
猶
別
紙
得
二
御
意
一
候
」
の
「
別
紙
」（「
倭
訓
ハ
昔
シ
ヨ
リ
イ
ヒ
来
リ
テ
、
西

土
ニ
モ
唐
韻
ナ
ド
云
書
ア
ル
ガ
如
シ
」
で
始
ま
る
〈
注
『
稿
本
全
集 

第
二
』
766
〜
770
頁
〉）
に
し
て
も
、

二
月
七
日
付
の
別
紙
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
別
紙
の
内
容
は
「
栞
」
の
大

綱
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
士
清
は
ま
づ
宣
長
に
首
巻
を
提
示
し
た
と
推

231



本
居
宣
長
と
『
倭
訓
栞
』 

― 

そ
の
影
響
に
つ
い
て 

―
（
上
）（
三
澤
）

（
二
七
）

測
し
う
る
の
で
あ
る
。

と
さ
れ
た
（「
谷
川
士
清
書
簡
考
」〈『
近
世
国
語
学
者
の
研
究
』
所
収
。
150
頁
〉注
４）。

一
例
を
挙
げ
て
お
く
。

○
古
事
記
ニ
偏
ヲ
省
キ
タ
ル
字
ノ
コ
ト
、
日
本
紀
ニ
モ
玄
、
寸
、
建
ナ
ド
ハ
見
エ

タ
リ
。
此
ハ
公
ノ
心
ヲ
用
ヰ
給
ヒ
シ
コ
ト
ト
覚
ユ
レ
バ
、
栞
ニ
モ
書
加
フ
ベ
ク
コ

ソ
。 

（「
別
紙
」〈『
稿
本
全
集
第
二
』
768
頁
〉）

○
古
事
記
日
本
紀
に
健
を
建 

弦
を
玄 

村
を
寸
と
書
し
記
に
蜈
蚣
を
呉
公 

紀
に
脆

を
危

を
同
と
各
偏
を
省
き
て
書
せ
し
ハ
古
へ
の
一
体
と
見
え
た
り
西
土
も
古

字
多
く
偏
冠
な
と
な
く
て
一
字
に
て
通
用
せ
し
こ
と
あ
る
に
同
し

 

（
整
版
本
「
大
綱
」〈
巻
１
・
６
ウ
〉）

※
⑵　

第
二
回
借
覧
┆
二
冊
か
。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
二
月
七
日
付
書
簡
（
①
）
に
「
次
巻
又
々
進
呈
可
レ

仕
候
」

と
あ
る
。
本
書
簡
と
と
も
に
送
っ
た
と
考
え
た
い
。
ま
た
士
清
落
手
ま
で
に

三
日
か
ら
五
日
を
要
す
る
（
書
簡
②
〈「
本
月
十
七
日
の
御
文
き
の
ふ
〈
二
十
二
日
〉

と
ゞ
き
つ
き
ぬ
」〉、
③
・
④
〈
十
一
月
二
日
↓
五
日
〉）
と
す
る
と
、
二
月
二
十
日

前
に
は
宣
長
の
手
を
離
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
二
月
二
十
三
日
付
書
簡

（
②
）
に
「
栞
御
覧
じ
は
て
さ
せ
御
返
し
給
は
り
」
と
あ
る
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
提
供
の
冊
数
は
二
月
二
十
三
日
付
書
簡
（
②
）
に
記
載
が
な

く
判
ら
な
い
が
、
四
、
五
冊
の
場
合
は
看
了
に
一
ヶ
月
ほ
ど
を
要
し
て
い
る

（
書
簡
④
・
⑤
、⑧
・
⑨
な
ど
）。
こ
こ
は
発
送
の
時
期
（
二
月
七
日
）
か
ら
返
却
（
二

月
二
十
日
〈
書
簡
②
〉
以
前
）
ま
で
が
二
週
間
足
ら
ず
で
あ
り
、
四
、
五
冊
よ

り
は
少
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
未
確
定
七
冊
の
う
ち
、
後
掲
⑷
の
想
定

冊
数
五
冊
を
引
く
と
残
り
二
冊
と
な
る
が
、
こ
れ
は
日
数
的
に
み
て
妥
当
な

数
で
あ
る
。
今
二
冊
と
し
て
論
を
進
め
る
と
、
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
阿
の

部
」（
第
二
・
三
冊
）
と
な
る
。
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
書
簡

中
に
「
此
も
と
裳
瘡
行
は
れ
、
刀
圭
に
さ
へ
ら
れ
、
筆
と
る
わ
ざ
も
書
を
ひ

ろ
げ
る
い
と
ま
も
あ
ら
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、末
子
の
葬
儀
や
裳
瘡
（
疱
瘡
）

の
処
理
に
追
わ
れ
、
予
定
の
冊
数
が
送
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

二
月
七
日
付
書
簡
（
①
）
末
に
も
「
余
り
御
報
答
も
及
二
遅
滞
一
候
条
如
レ
此

御
座
候
」
の
記
述
が
見
え
る
。

　
　

②　

明
和
八
年
二
月
二
十
三
日
付
宣
長
宛
士
清
書
簡（『
稿
本
全
集 

第
二
』763
〜
765
頁〈『
谷

川
士
清
先
生
伝
』
395
〜
396
頁
〉）

　
　
　
　
　

┆
本
月
十
七
日
の
御
文
き
の
ふ
と
ゞ
き
つ
き
ぬ
。
こ
な
た
よ
り
も
先
に
奉

り
し
も
、た
よ
り
な
く
て
此
ほ
ど
進
り
た
り
と
け
ふ
な
ん
う
け
給
り
し
。（
中

略
）
栞
御
覧
じ
は
て
さ
せ
御
返
し
給
は
り
、
な
ほ
お
ぼ
す
事
は
か
く
さ
ず
御

申
こ
さ
せ
の
事
、か
た
じ
け
な
く
よ
ろ
こ
ぼ
ひ
侍
る
。
此
も
と
裳
瘡
行
は
れ
、

刀
圭
に
さ
へ
ら
れ
、
筆
と
る
わ
ざ
も
書
を
ひ
ろ
げ
る
い
と
ま
も
あ
ら
ず
。
い

ま
だ
見
奉
ら
ぬ
ほ
ど
に
あ
す
た
よ
り
あ
り
と
き
ゝ
て
、
灯
の
も
と
に
か
へ
し

の
言
の
葉
つ
ゞ
り
ぬ
。
又
五
冊
進
り
ぬ
。
あ
な
か
し
こ
。
見
奉
り
な
ば
は
や

く
返
し
給
は
れ
と
ぞ 

恐
れ
み
も
申
す
。（
下
略
）

　

⑶　

第
三
回
借
覧
┆
五
冊
。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
二
月
二
十
三
日
付
書
簡
（
②
）
に
「
又
五
冊
進
り
ぬ
」
と
あ
る
。

上
記
書
簡
と
と
も
に
送
り
、
ひ
と
月
後
の
三
月
末
頃
に
返
却
さ
れ
た
と
考
え

た
い
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
伊
の
部
」
か
ら
「
加
の
部
上
」（
第
四

冊
〜
第
八
冊
）。

※
⑷　

第
四
回
借
覧
┆
五
冊
。

現
存
す
る
宣
長
・
士
清
書
簡
は
三
月
以
降
十
月
初
め
ま
で
な
く
（
次
掲
十
一
月
五
日
付

書
簡
④
に
「
栞
四
ま
き
返
し
給
は
り
」
と
あ
る
）、
そ
の
間
の
事
情
は
ま
っ
た
く
つ
か
め
な

い
が
、
上
述
の
ご
と
く
宣
長
借
覧
の
冊
数
を
四
十
冊
と
す
る
と
、
判
明
の
冊
数
三
十
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三
に
前
掲
⑵
の
二
冊
を
加
え
て
も
更
に
五
冊
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
以
下
掲
示
の

ご
と
く
、
宣
長
が
『
倭
訓
栞
』
を
借
覧
で
き
る
時
期
は
こ
こ
を
お
い
て
他
に
は
見
出

せ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
十
月
初
め
前
ま
で
に
更
に
五
冊
の
借
覧
が
あ
っ
た
と
し

て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
但
し
第
五
回
以
降
、『
倭
訓
栞
』
の
借
覧
は
中
断
す

る
こ
と
な
く
毎
月
行
わ
れ
て
お
り
、こ
の
間
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

更
に
三
回
の
借
覧
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
な
か
っ
た
と
判
じ
た
い
（「
洞

津
」
に
関
す
る
宣
長
評
に
対
し
、
二
月
七
日
付
書
簡
別
紙
に
「
来
諭
〈
宣
長
〉
ノ
一
説
モ
サ
ル
コ

ト
ナ
ガ
ラ
、
儒
者
メ
キ
タ
ル
ト
テ
忌
ベ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ジ
」
と
士
清
が
弁
じ
、
更
に
こ
れ
を
受
け
た

で
あ
ろ
う
「
洞
津
は
、
な
ほ
も
安
濃
津
と
あ
ら
ま
ほ
し
」
が
十
一
月
二
日
付
書
簡
〈
③
〉
に
認
め

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
士
清
の
主
張
に
対
し
、
宣
長
が
依
然
と
し
て
承
服
し
兼
ね
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
）。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
四
月
初
め
以
降
九
月
末
ま
で
の
間
。
詳
細
は
不
明
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
加
の
部
中
」
か
ら
「
計
の
部
」（
第
九

冊
〜
第
十
三
冊
）。

　

⑸　

第
五
回
借
覧
┆
四
冊
。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
十
一
月
五
日
付
書
簡
（
④
）
に
「
栞
四
ま
き
返
し
給
は
り
」

と
あ
る
。『
倭
訓
栞
』
看
了
に
ひ
と
月
ほ
ど
か
か
る
と
す
る
と
（
書
簡
④
・
⑤
、

⑧
・
⑨
な
ど
）、十
月
初
め
に
は
送
っ
た
か
。
十
一
月
二
日
付
書
簡
（
③
）
に
「
い

に
し
ふ
つ
か
の
御
文
」
と
あ
る
。
ま
た
返
却
は
同
書
簡
に
「
又
々
つ
ぎ
〳
〵

見
せ
給
へ
」
と
あ
る
。
上
記
書
簡
と
と
も
に
返
却
（
十
一
月
五
日
〈
書
簡
④
〉

落
手
）
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
古
の
部
」
か
ら
「
志
の
部
」（
第
十
四

冊
〜
第
十
七
冊
）。

　
　

③　

明
和
八
年
十
一
月
二
日
付
士
清
宛
宣
長
書
簡
（
筑
摩
『
本
居
宣
長
全
集 

第
十
七
巻
』

43
頁
〈『
稿
本
全
集 

第
二
』「
其
ノ
二
」
410
〜
412
頁
〉）

い
に
し
ふ
つ
か
の
御
文
、
ほ
ど
な
う
ま
ゐ
り
き
つ
き
侍
て
、
い
と
う
れ
し
う

見
ま
ゐ
ら
せ
侍
り
ぬ
、（
中
略
）
こ
の
こ
ろ
人
の
こ
ひ
侍
る
に
よ
り
て
、
職

原
抄
を
な
ん
か
う
せ
ち
し
侍
る
、
か
ら
国
に
も
唐
の
職
原
、
宋
の
職
原
有
と

う
け
た
ま
は
り
侍
る
は
、
見
給
へ
る
事
有
や
、
君
は
か
ら
の
や
ま
と
の
文
、

あ
ま
ね
く
見
わ
た
し
給
ひ
つ
と
お
ぼ
し
け
れ
ば
、
と
ひ
ま
ゐ
ら
す
る
也
、
岡

部
が
語
意
か
し
給
は
り
、
い
と
う
れ
し
く
よ
み
侍
る
、
今
し
ば
し
ゆ
る
し
お

き
給
は
れ
か
し
、
栞
四
冊
見
せ
給
ひ
、
よ
る
ひ
る
よ
み
侍
る
、
例
の
思
ひ
よ

り
侍
る
事
共
つ
ゝ
ま
ず
申
侍
る
、
又
々
つ
ぎ
〳
〵
見
せ
給
へ
、（
中
略
）
洞

津
は
、
な
ほ
も
安
濃
津
と
あ
ら
ま
ほ
し
、
栞
と
い
ふ
名
は
い
と
お
も
し
ろ
し
、

（
下
略
）

　
　

④　

明
和
八
年
十
一
月
五
日
付
宣
長
宛
士
清
書
簡
（
天
理
図
書
館
蔵
「
鈴
屋
余
韻
」
中
の

書
簡
。「
谷
川
士
清
書
簡
考
」〈『
近
世
国
学
者
の
研
究
』
所
収
。
157
〜
158
頁
〉）

御
文
な
ら
ひ
に
栞
四
五

（
マ
マ
）ま
き
風
土
記
と
も
け
ふ
と
と
き
侍
り 

拝
見
い
た
し

よ
ろ
こ
ほ
ひ
候
ぬ（
中
略
）職
原
抄
を
な
も
此
こ
ろ
御
講
述
給
よ
し
と
そ（
中

略
）
唐
宋
の
職
原
と
申
事
は
存
而
う
け
給
は
ら
ぬ
事
也 

栞
四
ま
き
返
し
給

は
り 

又
す
き
〳
〵
机
前
に
備
へ
奉
る （
下
略
）

　
　
　
　
　

―
右
書
簡
に
年
記
な
く
「
霜
月
五
日
」
と
の
み
あ
る
が
、
北
岡
氏
は

本
書
簡
は
、
明
和
八
年
十
一
月
二
日
付
の
宣
長
の
そ
れ
と
内
容
的
に
対
照
で
き
る注
５

の
で
、
年
時
は
明
白
で
あ
る
、 

（
同
書
。
158
頁
）

と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
但
し
、
該
当
箇
所
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
倭
訓
栞
」
は
明
和
七
年
末
か
ら
宣
長
の
閲
覧
に
供
し
て
ゐ
る
こ
と
は
前
述
の
如

く
で
あ
る
が
、
そ
の
稿
本
が
現
存
し
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
の
部
分
が
提
供
さ

れ
て
ゐ
る
か
明
か
で
な
い
。 

（
同
書
。
159
頁
）

　

⑹　

第
六
回
借
覧
┆
五
冊
。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
十
二
月
十
日
付
書
簡
（
⑤
）
に
「
栞
五
ま
き
、
見
は
て
候
ゆ
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本
居
宣
長
と
『
倭
訓
栞
』 

― 

そ
の
影
響
に
つ
い
て 

―
（
上
）（
三
澤
）

（
二
九
）

ゑ
か
へ
し
奉
り
候
」
と
あ
り
、
そ
の
ひ
と
月
前
は
十
一
月
十
日
で
あ
る
。
十

一
月
五
日
付
書
簡
（
④
）
に
「
又
す
き
〳
〵
机
前
に
備
へ
奉
る
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
上
記
書
簡
と
と
も
に
送
っ
た
と
考
え
た
い
。
ま
た
返
却
は
上
記
書

簡
（
⑤
）
に
よ
り
十
二
月
十
日
、
士
清
の
落
手
は
そ
れ
か
ら
三
〜
五
日
後
の

十
二
月
十
三
〜
十
五
日
頃
と
な
る
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
志
の
部
下
」
か
ら
「
多
の
部
下
・
知

の
部
」（
第
十
八
冊
〜
第
二
十
二
冊
）。

　
　

⑤　

明
和
八
年
十
二
月
十
日
付
士
清
宛
宣
長
書
簡
（
筑
摩
『
本
居
宣
長
全
集 

第
十
七
巻
』

44
頁
〈『
稿
本
全
集 

第
二
』
414
〜
415
頁
〉）

い
に
し
月
廿
五
日
の
御
文
、や
か
て
ま
ゐ
り
つ
き
て
見
参
ら
せ
候
ぬ
、（
中
略
）

栞
五
ま
き
、
見
は
て
候
ゆ
ゑ
か
へ
し
奉
り
候
、
ま
き
こ
と
に
め
つ
ら
か
な
る

事
共
見
え
候
て
、
ひ
ろ
く
見
給
へ
る
御
ち
か
ら
の
ほ
と
あ
ら
は
れ
候
て
い
と

め
て
た
く
、
世
の
た
か
ら
と
成
ぬ
へ
き
書
と
、
あ
さ
か
ら
す
め
て
候
事
に
候

也
、
例
の
ひ
か
事
こ
ゝ
か
し
こ
か
い
つ
け
て
奉
る
、（
下
略
）

　

⑺　

第
七
回
借
覧
┆
四
冊
。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
一
月
二
十
二
日
付
書
簡
（
⑥
）
に
「
栞
四
ま
き
、
見
は
て
候

故
か
へ
し
奉
り
候
」、
ま
た
「
次
の
巻
々
又
見
せ
給
へ
」
と
あ
る
。
前
年
の

十
二
月
中
頃
に
送
り
（「
し
は
す
の
十
三
日
の
御
文
」
と
あ
る
。
或
い
は
こ
の
日
を
指

す
か
）、
上
記
書
簡
と
と
も
に
返
却
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
士
清
の
落
手
は
、

し
た
が
っ
て
一
月
二
十
五
日
以
降
と
な
る
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
都
の
部
」
か
ら
「
尓
・
奴
・
祢
・
乃

の
部
」（
第
二
十
三
冊
〜
第
二
十
六
冊
）。

　
　

⑥　

明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
一
月
二
十
二
日
付
士
清
宛
宣
長
書
簡
（
筑
摩
『
本
居
宣
長

全
集 

第
十
七
巻
』
49
頁
〈『
稿
本
全
集 

第
二
』
415
〜
417
頁
〉。
同
年
十
一
月
十
六
日
「
安
永
」

に
改
元
）

し
は
す
の
十
三
日
の
御
文
、
と
し
の
暮
に
ま
ゐ
り
つ
き
候
ひ
ぬ
、
そ
の
を
り

ハ
何
く
れ
と
事
し
け
く
て
、
御
返
事
も
え
申
し
候
は
す
、
春
に
成
て
も
年
の

始
の
世
の
事
わ
さ
し
け
く
な
と
し
て
、
今
迄
怠
り
候
ひ
ぬ
、（
中
略
）
栞
四

ま
き
、
見
は
て
候
故
か
へ
し
奉
り
候
、
お
ほ
し
き
事
、
例
の
つ
ゝ
ま
は
て
申

候
也
、
む
ら
い
の
つ
み
ハ
ゆ
る
し
給
ひ
候
へ
か
し
、
次
の
巻
々
又
見
せ
給
へ
、

（
下
略
）

　

⑻　

第
八
回
借
覧
┆
五
冊
。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
二
月
二
十
八
日
付
書
簡
（
⑦
）
に
「
栞
五
ま
き
け
ふ
と
ゞ
き

つ
き
ぬ
」
と
あ
る
。
ひ
と
月
前
の
一
月
末
頃
（
書
簡
⑥
か
ら
判
断
し
て
一
月
二
十

五
日
以
降
）に
送
っ
た
と
考
え
た
い
。
ま
た
返
却
は
士
清
落
手（
二
月
二
十
八
日
）

の
三
〜
五
日
前
、
二
月
二
十
三
〜
二
十
五
日
頃
と
な
る
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
波
の
部
」
か
ら
「
陪
・
保
の
部
」（
第

二
十
七
冊
〜
第
三
十
一
冊
）。

　
　

⑦　

明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
二
月
二
十
八
日
付
宣
長
宛
士
清
書
簡
（『
稿
本
全
集 

第
二
』

774
〜
775
頁
〈『
谷
川
士
清
先
生
伝
』
397
〜
398
頁
〉）

┆
栞
五
ま
き
け
ふ
と
ゞ
き
つ
き
ぬ
。
に
は
か
の
便
に
て
、
御
か
へ
り
言
は

あ
と
よ
り
た
ま
は
る
べ
き
旨
も
う
け
給
は
り
ぬ
。
な
に
く
れ
御
事
し
げ
き
内

は
や
く
御
看
了
、
か
へ
し
給
は
り
悦
び
お
も
ひ
候
。
又
次
の
巻
四
冊
備
へ
奉

る
也
。
心
だ
に
の
哥
い
た
く
排
し
た
ま
ふ
は
心
得
ら
れ
ず
。
凡
て
心
の
上
の

教
は
吾
神
道
に
は
な
き
事
と
お
ほ
せ
ら
る
ゝ
も
受
ら
れ
ず
。
已
に
神
代
紀
に

も
清
心
濁
心
の
事
あ
り
き
。（
中
略
） 

な
ほ
栞
の
末
の
部
に
述
べ
た
り
。
山

つ
み
海ワ

タ

つ
み
の
事
、
持
の
義
と
あ
れ
ど
、
山
つ
神
わ
た
つ
か
み
の
か
を
略
せ

し
事
な
る
べ
し 

持
は
古
事
記
の
持
分
に
よ
り
、
も
ち
ノ
反
み
な
れ
ば
し
か
い

へ
る
な
る
べ
け
れ
ど
迂
遠
に
き
こ
ゆ
。（
下
略
）

　
　
　
　
　

―
「
栞
の
末
の
部
に
述
べ
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
「
山
つ
み
海ワ
タ

つ
み
の
事
」
と
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あ
る
よ
う
に
、
宣
長
の
借
覧
が
「
末
の
部
」（
清
逸
本
の
部
名
も
「
末
の
部
」
と

あ
る
）
や
ヤ
行
・
ワ
行
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
（
明
和
九
年
〈
安
永
元
年
〉

七
月
三
十
日
付
宣
長
宛
士
清
書
簡
〈『
稿
本
全
集 

第
二
』
786
〜
795
頁
〉
に
も
、
宣

長
評
に
対
す
る
士
清
の
弁
駁
「
○
山
ぶ
き
の
条
に
、
は
ね
ず
な
る
べ
し
と
て
万
葉

の
歌
を
引
し
を
難
じ
た
ま
へ
ど
も
、
云
々
」
が
見
え
る
）。

　

な
お
「
末
の
部
」
該
当
の
箇
所
を
本
居
清
造
氏
は
「
ま
つ
る
」
項
と
す
る
が
、

こ
れ
は
「
ま
こ
と
の
み
ち
」
項
の
誤
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
次
回
（
以
降
）
の
借

覧
と
い
う
こ
と
に
な
る
（「
な
ほ
栞
の
末
の
部
に
述
べ
た
り
」
と
あ
る
「
な
ほ
」
に
よ
る
）
が
、

「
山
つ
み
・
海
つ
み
」
に
つ
い
て
は
書
簡
⑧
に
も
同
様
の
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。

宣
長
の
指
摘
を
受
け
て
士
清
が
直
ち
に
自
説
を
送
り
返
し
た
と
す
る
と
、
該
当
箇

所
は
ヤ
行
以
降
を
収
め
る
第
十
回
と
な
る
が
、
そ
う
な
る
と
書
簡
⑧
と
の
間
に
時

間
的
ず
れ
が
生
じ
る
。
借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
が
清
逸
本
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が

俄
に
浮
上
す
る
が
、
決
す
べ
き
材
料
が
得
ら
れ
な
い
以
上
、
こ
こ
で
は
何
と
も
言

え
な
い
。

　

⑼　

第
九
回
借
覧
┆
四
冊
。

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
二
月
二
十
八
日
付
書
簡
（
⑦
）
に
「
又
次
の
巻
四
冊
備
へ
奉

る
也
」
と
あ
る
。
上
記
書
簡
と
と
も
に
送
っ
た
と
考
え
た
い
。
但
し
上
述
の

と
お
り
と
す
る
と
、
返
却
は
ひ
と
月
後
の
三
月
末
頃
と
な
る
が
、
周
知
の
と

お
り
、
宣
長
は
吉
野
へ
の
紀
行
を
こ
の
間
に
試
み
て
い
る
（
三
月
五
日
に
松
坂

を
出
発
、
十
四
日
帰
着
。『
菅
笠
日
記
』）。
返
却
が
四
月
に
ず
れ
込
ん
だ
可
能
性

は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
第
五
回
以
降
、『
倭
訓
栞
』
の
借
覧
は
一
度
も
途

切
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
叙
上
の
理
由
に
よ
り
四
月
の

借
覧
は
な
か
っ
た
と
い
う
立
場
を
取
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
末
の
部
」
か
ら
「
毛
の
部
」（
第
三
十

二
冊
〜
第
三
十
五
冊
）。

　

⑽　

第
十
回
借
覧
┆
五
冊

　
　
　

・
開
始
・
返
却
┆
六
月
四
日
付
書
簡
（
⑨
）
に
「
し
を
り
五
巻
、見
を
へ
候
ま
ゝ

返
し
奉
り
候
」
と
あ
り
、
そ
の
ひ
と
月
前
は
五
月
初
め
、
五
月
七
日
付
書
簡

（
⑧
）
の
「
栞
緩
々
御
覧
被
レ
下
」
と
一
致
す
る
。
書
簡
⑧
と
と
も
に
送
っ
た

と
考
え
た
い
。
ま
た
書
簡
⑨
に
よ
り
返
却
は
六
月
四
日
、
士
清
の
落
手
は
三

〜
五
日
後
の
六
月
七
〜
九
日
頃
と
な
る
。

　
　
　

・
該
当
箇
所
┆
清
逸
本
該
当
箇
所
は
「
也
の
部
」
か
ら
「
於
の
部
」（
第
三
十

六
冊
〜
第
四
十
冊
）。

　
　

⑧　

明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
五
月
七
日
付
宣
長
宛
士
清
書
簡
（『
稿
本
全
集 

第
二
』
777

〜
779
頁
〈『
谷
川
士
清
先
生
伝
』
391
〜
393
頁
〉）

○
山
つ
み
わ
た
つ
み
の
事
被
二

仰
下
一

候
は
、
一
わ
た
り
御
尤
に
は
候
へ
共

今
少
心
ゆ
か
ぬ
か
と
奉
レ
存
候
。（
中
略
）

○
栞
緩
々
御
覧
被
レ

下
、
尚
又
思
召
寄
共
承
度
奉
レ

存
候
。
此
方
へ
か
り
置

候
本
ど
も
、
と
ん
と
不
レ
得
レ
隙
候
而
い
ま
だ
拝
見
仕
不
レ
申
候
。
御
容
赦
被
レ

成
可
レ
被
レ
下
候
。（
下
略
）

　
　

⑨　

明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
六
月
四
日
付
士
清
宛
宣
長
書
簡
（
筑
摩
『
本
居
宣
長
全
集 

第
十
七
巻
』
50
〜
51
頁
〈『
稿
本
全
集
第
二
』
417
〜
421
頁
〉）

度
々
の
御
書
す
き
〳
〵
相
届
、
う
れ
し
く
拝
見
し
候
、
此
こ
ろ
ハ
い
た
く
暑

く
成
候
ニ
、
た
ひ
ら
か
に
お
は
し
ま
し
候
よ
し
、
何
よ
り
悦
参
ら
せ
候
、
こ

な
た
に
も
つ
ゝ
む
事
な
く
く
ら
し
候
（
中
略
）

　
　
　
　
　

一
、
し
を
り
五
巻
、
見
を
へ
候
ま
ゝ
返
し
奉
り
候
、
例
の
存
知
よ
り
候
事
と

も
、
は
ゝ
か
ら
す
申
上
候
、
あ
な
か
し
こ
、
無
礼
を
な
と
か
め
給
ひ
そ 

（
下
略
）

　

こ
の
ほ
か
、
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
宣
長
の
借
覧
が
回
数
は
と
も
か
く
、
明
和
九
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本
居
宣
長
と
『
倭
訓
栞
』 

― 

そ
の
影
響
に
つ
い
て 

―
（
上
）（
三
澤
）

（
三
一
）

年
（
安
永
元
年
）
六
月
四
日
を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
に
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　

一　

士
清
書
簡
⑧
に
は
「
栞
緩
々
御
覧
被
レ
下
」
と
、「
緩
々
」（
ゆ
る
ゆ
る
）
の
文
言
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
返
却
を
急
ぐ
こ
れ
ま
で
の
文
面
、
例
え
ば
書
簡
①
・
②
・

⑦
の
「
倭
訓
栞
は
御
覧
相
済
候
は
ゞ
御
返
却
可
レ
被
レ
下
候
」、「
見
奉
り
な
ば
は

や
く
返
し
給
は
れ
と
ぞ
」、「
は
や
く
御
看
了
、
か
へ
し
給
は
り
悦
び
お
も
ひ
候
」

と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
で
愈
〻
終
わ
り
に
な
る
、
と
い
っ
た
安
堵

の
気
持
ち
が
士
清
に
斯
か
る
一
文
を
書
か
せ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二　

士
清
書
簡
に
は『
倭
訓
栞
』送
付
の
文
言
と
し
て「
次
巻
又
々
進
呈
可
レ
仕
候
」〈
①
〉、

「
又
五
冊
進
り
ぬ
」〈
②
〉、「
又
す
き
〳
〵
机
前
に
備
へ
奉
る
」〈
④
〉「
又
次
の
巻

四
冊
備
へ
奉
る
也
」〈
⑦
〉
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
宣
長
書
簡
に
も
、
催
促
の
記

事
「
又
々
つ
ぎ
〳
〵
見
せ
給
へ
」〈
③
〉、「
次
の
巻
々
又
見
せ
給
へ
」〈
⑥
〉
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
対
象
の
書
簡
⑧
・
⑨
に
は
な
く
、
以
後
に
お
い
て
も
そ
れ
は

同
様
で
あ
る
。

　

三　

宣
長
に
は
書
簡
⑨
の
あ
と
、
士
清
に
宛
て
た
明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
十
月
二
十

一
日
付
書
簡
（
筑
摩
『
本
居
宣
長
全
集 

第
十
七
巻
』
51
頁
〈『
稿
本
全
集 
第
二
』
421
頁
〉）

　
　
　
　

一
、
栞
板
行
可
レ

被
レ

成
思
召
立
、
京
師
へ
御
相
談
に
及
申
候
由
、
何
よ
り
重

　

畳
ノ
御
義
、
早
ク
御
立
か
ゝ
り
被
レ
成
候
様
可
レ
被
レ
成
候
、（
下
略
）

が
存
す
る
が
、
宣
長
借
覧
後
に
出
版
に
向
け
て
諸
種
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い

た
と
す
る
と
、
右
に
至
っ
た
経
緯
も
首
肯
で
き
る
。
書
簡
⑨
に
「
度
々
の
御
書
す

き
〳
〵
相
届
、
う
れ
し
く
拝
見
し
候
」
と
あ
り
、
宣
長
に
宛
て
た
明
和
九
年
（
安

永
元
年
）
七
月
三
十
日
付
書
簡
に
も
、
例
え
ば
「
三
諸
山
」（
前
編
「
み
む
ろ
」
項
）

に
関
し
、
再
度
宣
長
に
「
此
地
理
の
事
心
ゆ
か
ず
覚
ゆ
。
御
示
し
た
ま
は
れ
。
予

が
説
の
矛
盾
せ
し
は
新
た
に
考
索
せ
し
故
也
」（『
稿
本
全
集 

第
二
』
791
頁
〈『
谷
川
士

清
先
生
伝
』
401
頁
〉）
と
問
う
て
い
る
く
だ
り
も
あ
る
。

　
　

注
１　

両
者
の
書
簡
は
二
十
二
通
（
宣
長
八
・
士
清
十
四
）
確
認
で
き
る
が
、
本
稿
直
接
の
対
象

は
明
和
八
年
二
月
七
日
付
士
清
書
簡
よ
り
明
和
九
年
六
月
四
日
付
宣
長
書
簡
に
至
る
九
通

（
宣
長
四
・
士
清
五
）
で
あ
る
。
な
お
平
成
二
十
年
、
未
紹
介
の
士
清
宛
宣
長
書
簡
（
吉
田

悦
之
氏
「
安
永
二
年
三
月
十
三
日
付
」
と
推
定
）
が
市
場
に
出
た
。

　
　

注
２　

前
掲
拙
著
（「
は
じ
め
に
」
の
注
３
）、
拙
論
「
河
北
景
楨
筆
、
谷
川
清
逸
書
写
『
和
訓
栞
』

稿
本
に
つ
い
て
（
上
）」（『
和
洋
女
子
大
学
紀
要
』
第
48
集
）
な
ど
。

　
　

注
３　

清
逸
本
第
一
冊
の
丁
数
は
四
十
九
丁
（「
ら
〜
ろ
」
の
部
、
第
三
十
八
冊
）
か
ら
百
三
十
八

丁
（「
お
」
の
部
、
第
四
十
冊
）
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
即
増
補
の
結
果 

―

例
え
ば『
物
類
称
呼
』の
引
用
が
あ
る
― 

と
捉
え
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
後
述
す
る
ご
と
く
、

宣
長
借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
は
確
か
に
清
逸
本
よ
り
は
以
前
成
立
の
、
そ
の
よ
う
な
引
用
の

な
い
稿
本
で
あ
る
が
、
一
方
、
後
掲
の
書
簡
⑧
を
も
っ
て
す
る
と
、
所
収
の
部
名
を
異
に

す
る
（
或
い
は
も
う
少
し
冊
数
の
多
か
っ
た
）
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
し
か
し
、
現

段
階
で
こ
れ
を
云
々
す
る
材
料
は
乏
し
く
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

本
稿
で
は
清
逸
本
の
冊
数
を
重
視
し
て
四
十
冊
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
。

　
　

注
４　
「
別
紙
」
に
関
し
て
は
本
居
清
造
氏
も
明
和
八
年
の
も
の
と
し
て

○
此
ノ
書
ハ
、
或
書
簡
ノ
別
紙
ナ
リ
。
ソ
ノ
本
紙
ハ
逸
シ
テ
伝
ラ
ズ
。
随
テ
年
紀
等
モ

詳
カ
ナ
ラ
ザ
ル
ガ
如
ク
ナ
レ
ド
、
四
一
〇
頁
所
載
ノ
明
和
八
年
十
一
月
ノ
書
簡
﹇（ 

其
ノ
二
）﹈
ニ
、

　
　

洞
津
は
な
ほ
も
安
濃
津
と
あ
ら
ま
ほ
し
。
栞
と
い
ふ
名
は
い
と
お
も
し
ろ
し
。

ト
ア
ル
ト
、
此
ノ
書
述
ブ
ル
所
ノ
洞
津
並
ニ
倭
訓
ニ
関
ス
ル
説
ト
ハ
両
者
相
関
連
セ

リ
。
而
シ
テ
此
ノ
書
発
送
ノ
彼
レ
ニ
先
ツ
コ
ト
勿
論
ナ
レ
ド
、
マ
タ
相
距
ル
コ
ト
遠

カ
ラ
ザ
ル
ベ
キ
ヲ
否
認
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
ヨ
リ
テ
彼
レ
ト
同
ジ
ク
明
和
八
年
ノ
書
ト
推

定
ス
ベ
キ
ナ
リ
。

　
　
　
　
　

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（『
稿
本
全
集 

第
二
』
770
〜
771
頁
）。
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和
洋
女
子
大
学
紀
要　

第
五
十
集

（
三
二
）

　
　

注
５　

例
え
ば
『
職
原
抄
』
講
話
に
関
す
る
宣
長
の
記
事
が
両
書
簡
に
認
め
ら
れ
、「
明
和
八
年
辛

卯
日
記
」（
宣
長
）
に
も
「（
十
月
）
廿
八
日　

今
夕
職
原
抄
講
尺
始
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
筑

摩
『
本
居
宣
長
全
集 

第
十
六
卷
』
325
頁
）。

　

一
―
二　

本
居
宣
長
の
見
た
『
倭
訓
栞
』
稿
本

　

こ
れ
ま
で
、
宣
長
借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
は
「
あ
」
行
か
ら
「
さ
」
行
ま
で
と
さ
れ
て
き

た
。
北
岡
四
良
氏
に
よ
っ
て
前
掲
①
・
②
・
⑦
・
⑧
の
書
簡
（
傍
線
部
は
私
に
よ
る
）

　

１　

栞
壱
巻
御
吟
味
被
レ
下
候
義
共
御
尤
奉
レ
存
候
（
明
和
八
・
二
・
七
）

　

２　

栞
御
覧
じ
は
て
さ
や

（
マ
マ
）御
返
し
賜
は
り
な
ほ
お
ぼ
す
事
は
か
く
さ
ず
御
申
こ
さ
せ
の

事
か
た
じ
け
な
く
よ
ろ
こ
ぼ
ひ
侍
る
┆
又
五
冊
進
り
ぬ
（
明
和
八
・
二
・
二
三
）

　

３　

栞
五
ま
き
け
ふ
と
ど
き
つ
き
ぬ
┆
又
次
の
巻
四
冊
備
へ
奉
る
也　

な
ほ
栞
の
末

の
部
に
述
べ
た
り
（
安
永
元
・
二
・
二
八
）

　

４　

栞
緩
々
御
覧
被
レ
下
尚
又
思
召
寄
共
承
度
奉
レ
存
候
（
安
永
元
・
五
・
七
）

が
取
り
挙
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

従
つ
て
明
和
八
年
か
ら
安
永
元
年
ま
で
の
間
で
、
そ
の
間
何
巻
か
ら
何
巻
ま
で
閲
覧
し

た
か
は
確
実
に
判
ら
な
い
が
、「
あ
」
か
ら
「
そ
」
ま
で
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
ふ
。 

（「
士
清
と
宣
長
」〈『
近
世
国
学
者
の
研
究
』
131
頁
〉）

と
結
論
付
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。「
ま
」
行
以
降
は
後
人
（
谷
川
士
逸
・
賀
茂
季
鷹
）
の
手

の
加
わ
っ
た
未
定
稿
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る注

１

が
、
し
か
し
氏
が
そ
の
傍

証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
例
え
ば

　

や
す
ら
ハ
で
（
整
版
本
前
編
。
卷
34
・
10
ウ
〜
11
オ
）

後
拾
遺
集
に
中
関
白
少
将
に
侍
り
け
る
時
は
ら
か
ら
な
る
人
に
（
中
略
）
と
水
戸
の

安
藤
氏
い
へ
り
又
士
逸
さ
き
に
加
茂
季
鷹
か
説
を
き
く
に
赤
染
作
と
い
ふ
事
た
し

か
な
る
拠
ハ
な
け
れ
と
（
中
略
）
と
い
へ
り 

○
紫
式
部
日
記
に
丹
波
守
の
北
の
方

ハ
（
中
略
）
○
大
江
挙
周
和
泉
の
任
は
て
ゝ
後
病
お
も
り
け
り
（
下
略
）

に
し
て
も
、
士
逸
・
季
鷹
の
名
が
あ
る
（
傍
線
部
）
か
ら
と
言
っ
て
、
語
義
内
容
ま
で
が

そ
れ
に
よ
っ
て
即
「
未
定
稿
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
清
逸

本
と
の
比
較
を
も
っ
て
し
て
も
、両
者
の
違
い
は
右
傍
線
部
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
（
送

り
仮
名
の
有
無
を
別
に
す
れ
ば
「
丹
後
守
の
北
の
方
を
」
と
い
っ
た
誤
写
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
）、

増
補
箇
所
を
除
け
ば
、そ
の
大
筋
は
既
に
宣
長
の
借
覧
時
（
項
目
に
よ
っ
て
は
自
筆
本
の
段
階
）

に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

左
は
宣
長
の
随
筆
（「
石
上
助
識
篇
」・「
石
上
漫
録
」・「
石
上
雑
抄
」〈
以
下
「
助
識
篇
」・「
石
漫
録
」・

「
石
雑
抄
」
と
略
記
〉）
所
引
の
『
倭
訓
栞
』
を
対
象
に
、
自
筆
本
と
清
逸
本
と
の
比
較
を
試

み
た
も
の
で
あ
る注

３
（
文
中
、
傍
線
部
は
清
逸
本
・
整
版
本
両
者
に
、
ま
た
波
線
部
は
自
筆
本
、
二
重

傍
線
部
は
清
逸
本
に
の
み
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
清
逸
本
・
整
版
本
両
者
の
本
文

は
清
逸
本
を
も
っ
て
し
、
整
版
本
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
括
弧
の
中
に
そ
れ
を
示
し
た
。
但
し
清
濁
・

振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
等
の
違
い
は
省
略
し
た
）。

　

借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
が
「
ま
」
行
以
降
に
お
い
て
も
内
容
に
大
差
の
な
い
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
る
が
、
同
時
に
ま
た
そ
れ
は
、
結
果
と
し
て
自
筆
本
以
後
、
清
逸
本
以
前
に
あ
る

こ
と
も
導
き
だ
せ
る
の
で
あ
る
。「
石
雑
抄
」
に
マ
行
・
ワ
行
所
収
の
「
み
つ
は
ぐ
む
・

み
さ
ふ
ら
ひ
・
む
す
び
ま
つ
・
め
ど
・
も
じ
ぐ
さ
り
・
お
や
の
い
さ
め
」
等
々
の
見
出
し

が
更
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
宣
長
が
清
逸
本
以
前
に
『
倭
訓
栞
』
全
巻
を
見

て
い
た
こ
と
は
、
も
は
や
疑
う
余
地
の
な
い
事
実
と
し
て
諒
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

さ
く
さ
め
〔
三
四
四
〈
サ
ク
サ
メ
ノ
ト
シ
〉・
前
編
〕

　
　

自
筆
本　

匡①

房
卿
の
説
に
ハ
姑

シ
ウ
ト
メを

い
ふ
と
し
（
よ
し
）
定
家
卿
の
説
に
ハ
早
草
女
に

て
早
苗
少
女
な
と
の
類
也
と
見
え
た
り 

後
撰
集
に 

今
こ
ん
と
い
ひ
し
は
か
り
を

命
に
て
ま
つ
に
け
ぬ
へ
し
さ
く
さ
め
の
と
し 

貞
徳
か
説
に
稲②

田
姫
の
哥
と
て
出③

雲
国
造
公
事
に
て
上
京
の
時
に
語
ら
れ
し 

日
も
暮
ぬ
さ
く
さ
め
の
と
を
は
や
と

ち
よ
心
の
や
ミ
に
わ
れ
ま
と
ハ
す
な 

後
撰
の
哥
ハ
此
を
本
哥
と
せ
る
に
や 

戸
の
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本
居
宣
長
と
『
倭
訓
栞
』 

― 

そ
の
影
響
に
つ
い
て 

―
（
上
）（
三
澤
）

（
三
三
）

義
な
る
を
刀
自
に
い
ひ
か
へ
た
る
也
と
い
へ
り 

懐④

橘
集
に
ハ
さ
く
さ
め
を
媒
妹

と
書
り
藻
塩
草
に
ハ
姑
也
と
い
へ
り 

今
按
此
神
詠
の
事
ハ
佐
草
記
に
く
わ
し
く

見
え
た
り 

天
淵
記
に
も
素
盞
鳴
尊
構
二
八
重
牆
於
佐
草
里
一
隠
二
女
於
其
中
一
と
見

ゆ 
出
雲
風
土
記
に
神
須
佐
能
袁
命ノ
御
子
青
幡
佐
草
壮ヲ

ノ

命
と
あ
り 

文
徳
実
録
に
ハ

青
幡
佐
草
壮ヲ

丁ノ

命
授⑤
二
従
五
位
下
一
と
書
せ
り 

朝⑥

野
群
載
に
ハ
熊
野
佐
久
佐
神
と

見
ゆ 

顕
昭
の
説
に
行
成
卿
の
書
れ
た
る
後
撰
に
ハ
と
し
を
丁
年
と
あ
り
と
そ 

か

た
〳
〵
拠
あ
る
事
に
こ
そ 

又⑦

挨
嚢
抄
に
刀
自
を
さ
く
さ
め
と
よ
め
る
も
後
撰
集

に
よ
れ
り 

今⑧

佐
草
村
あ
り
そ
れ
に
八
重
垣
あ
り

　
　

石
雑
抄　

○
貞
徳
か
説
に
、
出③

雲
国
造
、
公
事
に
て
上
京
の
時
に
語
ら
れ
し
、
稲②

田

姫
の
歌
と
て
、
日
も
暮
ぬ
さ
く
さ
め
の
と
を
は
や
と
ち
よ
心
の
や
み
に
我
ま
と
は

す
な
、
後
撰
の
歌
は
、
是
を
本
哥
と
せ
る
に
や
、
戸
の
義
な
る
を
、
刀
自
に
い
ひ

か
へ
た
る
也
と
い
へ
り
、
此
神
詠
の
事
は
、
佐
草ノ
記
に
委
く
見
え
た
り
、
天
淵ノ
記

に
も
、
素
盞
鳴
尊
、
構
二
八
重
牆ヲ
於
佐
草ノ
里ニ
一
、
隠
二
女ヲ
於
其
中
一
と
見
ゆ
、
出
雲

風
土
記
に
、
神
須
佐
能
袁ノ
命ノ
御
子
青
幡
佐
草
壮ヲ

ノ

命
と
あ
り
、
文
徳
実
録
に
は
、
青

幡
佐
草
壮ヲ
丁ノ
命
と
書
り
、
顕
昭
説
に
、
行
成
卿
の
か
ゝ
れ
た
る
後
撰
に
は
、
と
じ

を
丁
年
と
あ
り
と
そ
、
か
た
〳
〵
拠
あ
る
事
に
こ
そ
、
又⑦

挨
嚢
抄
に
、
刀
自
を
さ

く
さ
め
と
よ
め
る
も
、
後
撰
集
に
よ
れ
り
、【
見
谷
川
氏
倭
訓
栞
】

　
　
　

―
右
「
石
雑
抄
」
は
③
・
②
の
順
、
①
・
④
・
⑤
・
⑥
・
⑧
ナ
シ
、
⑦
ア
リ
と
な
る
。

　

自
筆
本
（
②
・
③
・
⑤
）
↓ 

宣
長
借
覧
本
（
③
・
②
の
順
に
改
め
、
⑤
を
削
除
し
、
⑦
〈
壒

嚢
抄
・
後
撰
集
〉
を
増
補
） 

↓ 

清
逸
本
（
①
〈
匡
房
卿
・
定
家
卿
の
歌
〉・
④
〈
懐
橘
集
・
藻

塩
草
〉・
⑥
〈
朝
野
群
載
〉・
⑧
〈
地
名
〉
を
増
補
） 

↓ 

整
版
本
（
④
〈
懐
橘
集
・
藻
塩
草
〉

を
削
除
）
の
過
程
が
た
ど
れ
る
。

　
「
石
雑
抄
」
は
「
明
和
六
、
七
年
以
降
、
安
永
十
年
ご
ろ
ま
で
、
十
年
余
り
の
間
に
記
述
さ

れ
た
卷
で
、
そ
の
大
部
分
は
安
永
年
間
に
入
っ
て
か
ら
記
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と

思
う
。」（
筑
摩
『
本
居
宣
長
全
集 

第
十
三
巻
』「
解
題
」
23
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
清
逸
本
は

前
述
し
た
ご
と
く
、
安
永
五
年
夏
以
降
そ
れ
に
近
い
頃
ま
で
に
成
っ
た
も
の
で
、
実
際
、
整

版
本
以
前
に
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。「
石
雑
抄
」
所
引
文
も
同
断
、
且
つ
ま
た
語
義
内
容

の
有
無
に
よ
り
清
逸
本
以
前
に
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　

な
お
右
に
よ
り
、
整
版
本
第
一
回
刊
行
分
の
「
あ
」
行
か
ら
「
さ
」
行
に
お
い
て
も
借
覧

中
の
『
倭
訓
栞
』
に
依
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。「
ま
」
行
以
降
の
項
目
で
は
な
い
が
こ

こ
に
取
り
挙
げ
た
次
第
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
さ
く
さ
め
」
項
の
閲
覧
は
、
前
節
で
言
え
ば

第
五
回
借
覧
時
の
明
和
八
年
十
月
か
ら
十
一
月
と
な
る
（
書
簡
④
）。

　

む
ろ
の
や
し
ま
〔
三
七
六
〈
室
ノ
八
嶋
〉・
前
編
〕

　
　

自
筆
本　

下①

総
国
総
社
の
前
に
池
あ
り 

池
中
に
方
二
間
は
か
り
の
島
八
ッ
あ
り
て

池
に
火
気
起
り
烟
常
に
見
え
し
を
室
の
八
嶋
の
煙
と
ハ
哥
に
よ
め
り 

羅②

山
子
も

水
面
靄
気
氤
氳
為
レ
煙
と
い
ひ
今ａ
ハ
池
涸
て
水
な
く
烟
も
な
し
〈
上
記
波
線
部
を
清

逸
本
・
整
版
本
は
③
の
後
に
「
今ｂ
（
ハ
）
池
の
ミ
形
あ
り
て
水
涸
ぬ
れ
ハ
烟
も
な
し
と
い
へ
り
」

と
す
る 

〉
西③

土
の
書
に
澤
中
之
（
有
）
陽
焔
と
い
ふ
是
也
と
天
野
氏
い
へ
り 

さ④

れ

ハ
基
俊
か
歌
合
の
判
に
も
摂
津
か
哥
を
難
し
て
室
の
八
島
に
た
え
（
へ
）
ず
火
焼

と
ハ
何
に
出
た
る
や
と
い
へ
り 

播⑤

磨
の
中
将
成
の
り
下
野
に
流
さ
れ
し
時 

我
た

め
に
有
け
る
物
を
下
野
や
む
ろ
の
八
し
ま
に
た
え
（
へ
）
ぬ
思
ひ
は 

六⑥

帖
に
も

下
野
と
よ
め
り 

二
荒
山
記
に
垂
仁
帝
之
皇
子
池
速
別
命
下
野
国
室
八
嶋
に
住
居

す
と
い
へ
り

　
　

石
雑
抄　

○
下①

総
国
総
社
の
前
に
池
有
、
池
中
に
方
二
間
は
か
り
の
嶋
八
ッ
有
て
、

池
に
火
気
お
こ
り
、
け
ふ
り
常
に
見
え
し
と
也
、
も③

ろ
こ
し
の
書
に
、
澤
中
有
二

陽
焔
一
と
い
ふ
物
也
、
今ｂ
は
池
の
み
形
有
て
、
水
か
れ
ぬ
れ
は
、
煙
も
な
し
と
そ
、

又
播⑤

磨
の
中
将
成
の
り
、
下
野
に
流
さ
れ
し
時
、 

我
た
め
に
有
け
る
物
を
下
野
や

室
の
八
嶋
に
た
え
ぬ
思
ひ
は
、
六⑥

帖
に
も
、
下
野
と
あ
り
、
二
荒
山ノ
記
に
、
垂
仁

帝
之
皇
子
池
速
別
命
、
下
野
国
室ノ
八
嶋
に
住
居
す
と
い
へ
り
、

　
　
　

―
右
「
石
雑
抄
」
に
「
谷
川
」
の
名
は
な
い
が
、『
倭
訓
栞
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
内

224



和
洋
女
子
大
学
紀
要　

第
五
十
集

（
三
四
）

容
の
一
致
度
か
ら
し
て
明
白注
４
、
②
・
④
ナ
シ
、
①
・
⑤
・
⑥
ア
リ
と
な
る
。
ま
た
ｂ
は
ａ
の

改
変
で
あ
る
。

　
　
　
　

自
筆
本
（
①
・
ａ
・
③
）
↓ 

宣
長
借
覧
本
（
ａ
を
ｂ
に
改
め
、
⑤
・
⑥
を
増
補
）
↓ 

清
逸
本
・

整
版
本
（
②
・
④
を
増
補
。
但
し
④
は
、
借
覧
本
に
あ
っ
た
も
の
を
必
要
な
し
と
し
て
宣
長

が
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
）
の
過
程
が
た
ど
れ
る
。
語
義
内
容
の
有
無
に
よ
り
「
石
雑
抄
」

所
引
文
が
清
逸
本
以
前
に
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　

わ
れ
か
ら
〔
三
八
七
〈
ワ
レ
カ
ラ
〉・
前
編
〕

　
　

自
筆
本　

蜑ａ
の
か
る
藻
に
住
虫
の
我
か
ら
と
よ
め
り 

海ｂ
藻
の
色
と
ひ
と
し
く
青
く

て
形
も
亦
海
藻
に
似
た
り
体
ハ
寸
あ
ま
り
有
て
至
て
ほ
そ
く
手
足
も
そ
れ
に
准

へ
て
ほ
そ
く
長
し
う
つ
く
し
き
虫
な
り
藻
に
生
し
て
藻
に
似
た
れ
ハ
名
く
る
成

へ
し
〈
上
記
波
線
部
を
清
逸
本
・
整
版
本
は
「
我①
故
の
義
也 

伊
勢
の
蜑
戸
ハ
な
り
け
り
と
も

い
へ
り 

蜑ｃ
の
刈
藻
に
住
虫
の
我
か
ら
と
よ
め
る
ハ
海ｄ
藻
に
生
し
て
藻
に
似
た
る
虫
な
れ
ハ
名

く
る
成
べ
し 

体
ハ
寸
あ
ま
り
有
て
至
て
ほ
そ
く
手
足
も
准
へ
て
長
く
色
も
青
く
て
藻
の
如
く

う
つ
く
し
き
虫
也
」
と
す
る
〉
ね②

を
こ
そ
な
か
め
と
つ
ゝ
け
よ
め
る
は
仁
徳
紀
に
お

の
か
物
か
ら
ね
な
く
と
見
え
た
る
意
成
べ
し
虫
と
い
ふ
よ
り
声
な
く
て
も
か
く

よ
め
る
ハ
歌
の
な
ら
ひ
也
と
い
へ
り
西
行
法
師
か
く
れ
鳴
藻
に
す
む
虫
ハ
見
ゆ

れ
共
わ
れ
か
ら
曇
る
秋
の
夜
の
月 

○
藻③

に
着
た
る
小
貝
を
い
ふ
ハ
後
世
の
事
な

る
べ
し 

本④

草
約
言
に
紫
菜
其
中
有
二
小
螺
一
と
い
へ
る
物
を
さ
し
て
破
殻
の
義

也
と
す
る
ハ
い
ぶ
か
し

　
　

石
雑
抄　

○
わｄ
れ
か
ら
は
、
海
藻
に
生
し
て
藻
に
似
た
る
虫
な
れ
は
、
名
く
る
な
る

へ
し
、
体
は
寸
あ
ま
り
有
て
、
至
て
ほ
そ
く
、
手
足
も
准
へ
て
長
く
、
色
も
青
く

て
藻
の
如
く
う
つ
く
し
き
虫
也
、
ね②

を
こ
そ
な
か
め
と
つ
ゝ
け
よ
め
る
は
、
仁
徳

紀
に
、
お
の
か
物
か
ら
ね
な
く
、
と
見
え
た
る
意
な
る
へ
し
、
虫
と
い
ふ
よ
り
、

声
な
く
て
も
鳴
と
は
い
ふ
也
、
藻③

に
つ
き
た
る
小
貝
を
い
ふ
は
、
後
世
の
事
な
る

へ
し
、
本④

草
約
言
に
、
紫
菜
、
其
中
有
二

小
螺
一

と
い
へ
る
物
を
さ
し
て
、
破

殻
の
義
と
す
る
は
い
ふ
か
し
、【
谷
川
説
】

　
　
　

―
右
「
石
雑
抄
」
は
①
・
ｃ
ナ
シ
、
②
・
③
・
④
ア
リ
と
な
る
。
ｃ
・
ｄ
は
ａ
・
ｂ
を
改
変

し
た
も
の
。
な
お
ｃ
（
自
筆
本
ａ
を
改
変
）
は
、
清
逸
本
・
整
版
本
に
も
同
文
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
宣
長
が
こ
れ
を
略
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
　
　
　

自
筆
本
（
ａ
・
ｂ
）
↓ 

宣
長
借
覧
本
（
ａ
・
ｂ
を
ｃ
・
ｄ
に
改
め
る
。
②
・
③
・
④
を
増
補
）

↓ 

清
逸
本
・
整
版
本
（
①
を
増
補
）
の
過
程
が
た
ど
れ
る
。
語
義
内
容
の
有
無
に
よ
り
「
石

雑
抄
」
所
引
文
が
清
逸
本
以
前
に
あ
る
こ
と
が
判
る注
５
。

　

な
ら
ば
、
宣
長
借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
は
清
逸
本
（
安
永
五
年
夏
頃
成
立
）
を
遡
る
こ
と
ど
れ

く
ら
い
前
ま
で
明
ら
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、明
和
九
年
（
安
永
元
年
）

六
月
を
も
っ
て
終
了
と
す
る
そ
の
内
的
徴
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
が
し
か
し
、
引
用
資

料
の
有
無
に
よ
り
、
そ
れ
に
近
い
時
期
に
あ
る
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
た
。『
物
類
称
呼
』

と
『
信
濃
地
名
考
』
の
二
書
で
あ
る
。

　

借
覧
の
終
了
を
「
明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
六
月
四
日
」
と
す
る
前
節
の
考
え
に
問
題
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

ⅰ　
『
物
類
称
呼
』（
越
谷
吾
山
。
安
永
四
年
一
月
刊
）。
清
逸
本
・
整
版
本
と
も
に
認
め
ら
れ

る
が
、「
石
上
漫
録
」
所
収
の
「
た
ゝ
ら
め
の
は
な
」
項
（
明
和
五
年
以
降
の
記
述
）
に
は

確
認
で
き
な
い
。
本
書
の
採
用
が
い
つ
頃
で
あ
っ
た
か
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
判
ら
な
い

が
、
清
逸
本
に
引
用
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
刊
行
後
、
そ
れ
程
の
時
間
は
経
っ
て
い
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る注
６

。
前
述
し
た
ご
と
く
、
清
逸
本
の
成
立
は
安
永
五
年
夏
以
降
そ
れ

に
近
い
頃
だ
か
ら
で
あ
る
。
借
覧
の
『
倭
訓
栞
』
が
安
永
四
年
を
超
え
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
ま
ず
も
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
　

た
ゝ
ら
め
の
は
な
〔
二
四
九
〈
タ
ヽ
ラ
メ
ノ
花
〉・
後
編
〕

　
　
　

自
筆
本　

該
当
項
目
な
し

　
　
　

石
漫
録　

○
タ
ヽ
ラ
メ
ノ
ハ
ナ
、
政
事
要
略
衛
門
府
風
俗ノ

歌
ニ
見
ユ
、
恆
例
会
式
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本
居
宣
長
と
『
倭
訓
栞
』 

― 

そ
の
影
響
に
つ
い
て 

―
（
上
）（
三
澤
）

（
三
五
）

ニ
、稲
荷
出
居
三
月 （
中
略
） 

挨
嚢
抄
ニ
、…
…
、字
鏡
ニ 

…
… 

延
喜
式
ニ
多
々

良
比
売ノ

花
搗
三
斗
ト
見
ユ
、
或
ハ
石
龍
芮
ト
シ
、
又
旱
蓮
草
ヲ
訓
ス
、
其
証
ヲ

シ
ラ
ス 

、
源
氏
ニ
、（
中
略
）【
谷
川
説
】

　
　
　

清
逸
本　

政
事
要
略
衛
門
府
風
俗ノ
歌
に
見
え
た
り 

恆
例
会
式
に
稲
荷
出
居
三
月 

（
中
略
） 
挨
嚢
抄
ニ 

…
… 

新
撰
字
鏡
に 

…
… 

延
喜
式
に
も
多
々
良
比
売ノ
花
搗

三
斗
と
見
え
た
り 

或
ハ
石
龍
芮
と
し
今
下
総
に
た
ゝ
ら
ひ
と
い
へ
り 

又
旱
蓮

草
を
訓
す 

其
証
を
し
ら
す 

○
源
氏
ニ （
下
略
）

　
　
　

称　

呼　

石
龍
芮　

た
が
ら
し 

○
京
江
戸
共
に
ｏ
た
が
ら
し 

…
… 

下
総
に
て
ｏ

た
ゝ
ら
び
と
い
ふ （
下
略
） 

（
巻
三
・
生
植
）

ⅱ　
『
信
濃
地
名
考
』（
吉
澤
好
謙
。
安
永
二
年
春
刊
）。
清
逸
本
・
整
版
本
と
も
に
認
め
ら
れ

る
が
、「
石
上
助
識
篇
」（
起
筆
は
明
和
二
年
冬
）
所
収
の
「
穂ホ

ヤ屋
」
項
に
は
確
認
で
き
な
い
。

採
用
の
年
時
は
前
項
同
様
に
不
明
で
あ
る
が
、
安
永
三
年
一
月
、
士
清
は
宣
長
に
「
栞

彫
刻
に
か
ゝ
り
候
へ
共
、
未
板
本
一
巻
も
見
不
レ
申
候
」（『
稿
本
全
集 

第
二
』
804
頁
）
な

る
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
士
清
の
意
に
反
し
、「
栞
彫
刻
」の
作
業
が
何
ら
か
の
事
情（
例

え
ば
新
資
料
の
出
現
）に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、引
用
の
な
い「
助
識
篇
」

所
収
の
『
倭
訓
栞
』
が
安
永
二
年
以
降
三
年
以
前
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る注

７

。
借

覧
の
終
了
を
「
明
和
九
年
（
安
永
元
年
）
六
月
四
日
」
と
す
る
年
時
に
こ
れ
は
近
い
。

　
　

ほ
や
〔「
穂ホ

屋ヤ

・
寄ホ

生ヤ

・
老ホ

ヤ
海
鼠
」・
前
編
〕（
二
重
括
弧
内
は
清
逸
本
・
整
版
本
が
自
筆
本

と
異
な
る
こ
と
を
示
す
）

　
　

自
筆
本　

古
哥
に
信
濃
な
る
ほ
や
の
す
ゝ
き
な
と
い
ふ
ハ
穂
屋
也 

諏
訪
の
明
神
の

御ミ

サ射
山
祭
り
に
長
官
五
官
領
家
等
の
造
る
小
屋
《
仮
屋
》
也
と
い
へ
り 

今

小チ
イ
サ
ア
カ
タ縣

郡
に
穂
屋
の
地
名
あ
り 

筑
摩
郡
松
本
の
東
諏
訪
郡
御
射
山
神
戸
の
東
と

も
に
ほ
や
野
あ
り
（
中
略
）
○
七
月
廿
三
日
の
祭
な
れ
ハ
す
ゝ
き
時
候
に
あ
ひ
が

た
き
故
か
今
ハ
青
葦
と
見
え
た
り 

実
ハ
お
た
び
所
也
と
い
へ
り
（
中
略
）
○
寄
生

を
ほ
や
と
も
い
へ
り 

倭
名
に
見
ゆ
《
○
倭
名
鈔
に
寄
生
を
訓
せ
り
》
今
も
美
濃

信
濃
に
て
ハ
し
か
い
へ
り
（
中
略
）
○
倭
名
鈔
に
老
海
鼠
を
も
訓
せ
り
（
次
々
行
「
○

土
左
日
記
云
々
」
波
線
に
同
内
容
の
文
言
が
認
め
ら
れ
る
）
○
延
喜
式
に
参
河
国
保
夜
一

斛
と
見
え
た
り 

今
章タ

コ魚
枕
に
似
て
色
赤
く
大
き
な
る
物
を
い
へ
り
（
中
略
）
○

土
佐
日
記
に
ほ
や
の
つ
ま
の
い
す
し
と
い
へ
る
ハ
倭
名
鈔
に
老
海
鼠
を
ほ
や
と
い

へ
り 

今
も
海
辺
に
多
し 

い
す
し
ハ
貽
の
貝
也
《
貽
の
貝
の
鮨ス

シ

也
》
鮨
に
も
す
る

も
の
也
（
下
略
）

　
　
　

助
識
篇　

○
信
濃
ナ
ル
ホ
ヤ
ノ
ス
ヽ
キ
ナ
ト
云
ハ
穂
屋
ニ
テ
、
諏
訪
ノ
明
神
ノ

御ミ

サ射
山
祭
ニ
造
ル
小
屋
也
ト
イ
ヘ
リ
、
今
小
縣
郡
ニ
穂
屋
ト
云
地
名
モ
ア
リ
、

カ
ノ
祭
七
月
廿
三
日
也
、
今
ハ
ス
ヽ
キ
ナ
ラ
ズ
、
青
葦
ヲ
用
ト
ソ
、
小
屋
ハ
御

旅
所
也
ト
ソ
、
又
和
名
抄
ニ
寄
生
ヲ
ホ
ヤ
ト
訓
ス
、
今
モ
美
濃
、
信
濃
ニ
テ
ハ

シ
カ
云
ト
ソ
、
又
同
書
ニ
老
海
鼠
ヲ
モ
ホ
ヤ
ト
訓
ス
、
式
ニ
参
河
国
保
夜
一
斛

ト
ア
リ
、
今
章タ

コ魚
枕
ニ
似
テ
、
色
赤
ク
大
キ
ナ
ル
物
ヲ
イ
ヘ
リ
、
土
佐
日
記
ニ

ホ
ヤ
ノ
ツ
マ
ノ
イ
ズ
シ
ト
ア
ル
、
イ
ズ
シ
ハ
貽
ノ
貝
也
、﹇
マ
マ
﹈
錯ス

シ

ニ
モ
ス
ル
モ
ノ

也
、（
下
略
）

　
　
　

地
名
考　

毎
七
月
廿
六
日 

御
射
山
狩
に
い
で
ま
し 

お
な
し
廿
九
日 

本
の
や
し
ろ

に
帰
ら
せ
給
ふ 

長
官
五
官
領
家
等
の
か
り
屋
を
つ
く
り 

す
ゝ
き
も
て
葺
た
り 

こ
れ
を
穂
屋
乃
神
事
と
い
へ
り
（
下
略
）

　
　
　

同
書
「
保
屋
の
す
ゝ
き
」
項
割
注

諏
方
郡
御
射
山
神カ

ウ
ト戸
の
東
八
ヶ
嶽
の
麓
の
原
を
ほ
や
野
と
云 

又
筑
摩
郡
松
本

の
東
薄
水
の
神
の
い
ま
す
所
を
保
也
野
と
云

 

（
中
編
「
御
射
山
」「
保
屋
の
す
ゝ
き
」
10
オ
〜
ウ
）

　
　

注
１　

上
記
に
関
し
、
北
岡
四
良
氏
に
以
下
の
記
述
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　

以
上
の
往
復
書
簡
か
ら
推
す
に
、「
栞
」
刊
行
の
計
画
（
安
永
二
年
）
に
至
る
ま
で
に
、

少
な
く
と
も
前
編
だ
け
は
宣
長
の
閲
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。（
中
略
）そ
の
こ
と
は「
栞
」
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和
洋
女
子
大
学
紀
要　

第
五
十
集

（
三
六
）

の
前
編
中
編
に
お
い
て
、
士
逸
・
季
鷹
の
共
同
作
業
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
が
、「
ま
」

行
以
下
に
存
す
る
と
い
ふ
前
述
の
傍
証
か
ら
で
も
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
の
す

べ
て
が
保
管
さ
れ
て
伝
へ
ら
れ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
、「
栞
」
が
何
冊
宣
長
の
手
許
に
提

示
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
安
永
元
年
二
月
二
（
マ
マ
）
日
付
の
士
清
書
簡
中
の
「
な
ほ
末

の
部
に
述
べ
た
り
」
と
い
ふ
条
項
は
、
前
後
の
関
係
か
ら
、
心
こ
そ
誠
の
道
云
云
の
歌

詞
に
関
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
末
の
部
の
「
ま
こ
と
の
み
ち
」
の
語
の
条
に
該
当
す
る
。

こ
の
「
な
ほ
栞
の
末
の
部
に
述
べ
た
」
と
い
ふ
表
現
は
、
士
清
と
し
て
の
気
持
は
、
こ

の
問
題
に
「
ま
こ
と
の
み
ち
」
の
項
で
述
べ
て
あ
る
、
そ
れ
を
見
て
く
れ
と
言
ふ
の
で

あ
る
ら
し
い
、
し
て
み
る
と
、
宣
長
は
、
こ
の
時
点
で
は
、「
ま
」
の
部
を
閲
覧
し
て
ゐ

な
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

 

（「
和
訓
栞
成
立
私
考
」〈『
近
世
国
学
者
の
研
究
』
所
収
。
48
頁
〉）

　
　

注
２　

谷
川
士
逸
・
賀
茂
季
鷹
に
よ
る
こ
れ
ら
増
補
は
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
清
逸
本
成
立
以

後
の
寛
政
五
年
〜
文
化
初
年
頃
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
一
―
一
・
注
２
）。

　
　

注
３　

北
岡
氏
に
「「
谷
川
説
」「
谷
川
氏
云
」「
見
谷
川
氏
倭
訓
栞
」
な
ど
と
明
記
さ
れ
て
ゐ
な
い

も
の
の
中
で
も
、「
栞
」の
解
説
の
一
部
を
抜
き
書
き
し
て
ゐ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。（
中
略
）

宣
長
が
士
清
か
ら
「
栞
」
を
提
示
さ
れ
る
度
毎
に
、
そ
の
閲
覧
中
興
味
を
覚
え
、
参
考
に

す
べ
き
語
彙
事
項
を
順
次
に
備
忘
的
に
メ
モ
し
て
い
つ
た
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。」

（「
谷
川
士
清
書
簡
考
」〈『
近
世
国
学
者
の
研
究
』
所
収
。
152
頁
〉）
と
あ
る
。

　
　

注
４　

注
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

注
５　

自
筆
本
に
な
い
項
目
ゆ
え
、
宣
長
が
略
す
る
こ
と
な
く
採
用
し
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、

「
石
雑
抄
」「
も
じ
ぐ
さ
り
」
項
〔
三
七
八
〈
モ
ジ
グ
サ
リ
〉・
前
編
〕
の
傍
線
部

○
文
字
く
さ
り
と
い
ふ
は
、
体
は
長
歌
に
て
、
句
の
終
の
文
字
を
取
て
、
次
の
句
の
首

に
置
て
つ
ゝ
る
、
源
氏
も
じ
ぐ
さ
り
、
大
内
も
し
く
さ
り
な
と
有
、
逍
遥
院
よ
り
始
る

と
也
、

を
清
逸
本
・
整
版
本
は
「
源
氏
文
字
ぐ
さ
り 

大
内
文
字
ぐ
さ
り
な
ど
有
鴨
長
明
か
文
字
鎖

の
書
あ
り
て
逍
遥
院
よ
り
盛
也
と
い
ふ
」
と
す
る
。
清
逸
本
の
段
階
で
「
鴨
長
明
か
文
字

鎖
の
書
あ
り
て
」
を
補
い
、「
始
る
と
也
」
を
「
盛
也
と
い
ふ
」
に
改
め
た
と
す
る
と
、
こ

の
項
も
ま
た
「
石
雑
抄
」
所
引
文
が
清
逸
本
以
前
に
あ
る
こ
と
の
証
例
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　

な
お
「
わ
れ
か
ら
」
項
に
は
石
雑
抄
・
清
逸
本
の
「
色
も
青
く
て
」（
ｄ
）
対 

整
版
本
「
色

も
青
く
」
の
対
立
が
認
め
ら
れ
る
が
、こ
の
ほ
か
に
も
「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
」
項
〔
三
六
四
・
前
編
〕

の
石
雑
抄
・
清
逸
本
「
人
に
か
づ
け
る
と
い
ふ
」
対 

整
版
本
「
か
づ
け
る
と
い
ふ
」、「
は

う
め
ん
」
項
〔
三
六
六
〈
放
免
〉・
前
編
〕
の
石
雑
抄
・
清
逸
本
「
守
り
務
む
る
を
も
て
」 

対 

整
版
本
「
専
に
務
む
る
を
も
て
」、「
び
ら
う
」
項
〔
三
七
二
〈
ビ
ラ
ウ
〉・
中
編
〕
の

石
雑
抄
・
清
逸
本
「
さ
呼
た
り
し
を
・
謬
り
」
対 

整
版
本
「
さ
よ
へ
り
し
を
・
誤
り
」、「
み

づ
ハ
ぐ
む
」
項
〔
三
七
四
〈
ミ
ツ
ワ
グ
ム
〉・
前
編
〕
の
石
雑
抄
・
清
逸
本
「
残
れ
る
歯
を
・

こ
ひ
侍
け
れ
ハ
」
対 

整
版
本
「
残
れ
る
を
・
こ
ひ
け
れ
ハ
」
が
指
摘
で
き
る
。
借
覧
の
『
倭

訓
栞
』
が
清
逸
本
に
近
く
、
整
版
本
に
遠
い
こ
と
を
示
す
確
か
な
る
証
例
で
あ
る
。

　
　

注
６　
「
整
版
本
『
倭
訓
栞
』
後
編
の
見
直
し
―
『
物
類
称
呼
』
所
引
の
項
目
を
中
心
に
」
と
題
し

て
発
表
（
第
二
十
六
回
鈴
屋
学
会
。
平
成
二
十
一
年
四
月
）。

　
　

注
７　

士
清
に
斯
か
る
内
容
の
手
紙
を
書
か
せ
る
の
に
三
ヶ
月
か
ら
半
年
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ

た
と
す
る
と
、
安
永
二
年
夏
〜
秋
の
こ
と
に
な
る
。
或
い
は
こ
の
頃
『
地
名
考
』
を
入
手

し
た
か
。
な
お
『
倭
訓
栞
』「
か
み
」
項
に
「
宝
暦
の
初
め
信
濃
の
国
某
か
妻
髪
を
梳
る
に

玉
の
は
ら
〳
〵
と
落
る
か
如
き
事
あ
り
し
ハ
吉
澤
氏
の
手
簡
に
い
へ
り
」（
前
編
）
が
見
え

る
が
、
こ
の
「
吉
澤
氏
」
が
吉
澤
好
謙
（
宝
永
七
年
〜
安
永
六
年
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
士

清
は
書
簡
の
や
り
と
り
も
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

 

三
澤　

薫
生
（
和
洋
女
子
大
学　

言
語
・
文
学
系
教
授
）

（
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
四
日
受
付　

平
成
二
十
一
年
十
月
十
三
日
受
理
）
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